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今 村 尚 徳 伊藤忠商事株式会社

宇佐美 健司 日本電気株式会社

大久保 秀登史 株式会社JVCケンウッド 

大 山 拓 也 インテグラル株式会社

尾 花　 隆 株式会社ウチダシステムズ

倉 橋　 建 株式会社但馬銀行

坂 井　 満 株式会社アドバンテスト

笹 子 卓 真 住友商事株式会社

須田 雄一郎 東京海上日動火災株式会社

高橋 おりえ コネクテッドロボティクス株式会社

竹 中 亮 太 日本郵船株式会社

谷 沢 直 紀 三菱地所株式会社

西 田　 稔 三井不動産株式会社

保 科　 朗 株式会社電通

増 田 耕 治 住友商事株式会社

松井 道太郎 松井証券株式会社

安 田　 幹 NTTセキュアプラットフォーム研究所

渡 部 浩 安 ニラックス株式会社

●  丸の内「西岡塾」  18期生 （50 音順）
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丸
の
内「
西
岡
塾
」
は
2
0
0
2
年
に
丸
ビ
ル

で＠
M

BA(M
arunouchi Business Academ

y)  

と
し
て
産
声
を
あ
げ
た
。

18
期
を
終
え
、
こ
れ
ま
で
に
3
9
8
名
の
塾
生

が
巣
立
ち
、
各
分
野
で
活
躍
を
し
て
い
る
。

2
0
0
7
年
の
新
丸
ビ
ル
の
竣
工
に
伴
い

＠
M

BA

も
新
丸
ビ
ル
に
移
し
、
8
期
生
ま
で
は

丸
ビ
ル
、
新
丸
ビ
ル
と
い
う
広
く
て
素
晴
ら
し
い

環
境
で
学
ん
で
頂
い
た
。
9
期
か
ら
は「
吉
田
松

陰
の
松
下
村
塾
も
、
緒
方
洪
庵
の
適
塾
も
こ
ん
な

に
恵
ま
れ
た
環
境
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
も
う

ち
ょ
っ
と
貧
し
い
環
境
に
し
た
い
」と
思
い
至
り
、

六
本
木
の
狭
い
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
に
学
び

の
場
を
移
し
て
講
師
と
塾
生
が
膝
を
突
き
合
わ
せ

て
議
論
の
出
来
る
環
境
と
し
丸
の
内「
西
岡
塾
」

と
し
た
。
今
は
も
う
少
し
落
ち
着
い
た
環
境
の
元

赤
坂
に
丸
の
内「
西
岡
塾
」は
あ
る
。
元
赤
坂
な

の
に
な
ぜ
丸
の
内「
西
岡
塾
」な
の
で
す
か
？
と

い
う
質
問
も
あ
る
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
名
を
大

切
に
し
て
来
て
い
る
。
単
に「
西
岡
塾
」と
呼
ば

れ
る
こ
と
が
多
い
し
、
丸
の
内
で
学
ん
だ
卒
塾
生

た
ち
は
今
も
懐
か
し
く＠

M
BA

と
呼
ん
で
い
る
。

そ
れ
も
良
き
か
な
！

講
師
陣
は
今
ま
さ
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
ガ
ン

ガ
ン
陣
頭
指
揮
し
て
居
ら
れ
る
現
役
の
経
営
者
中

心
の
実
践
的
な
研
修
に
、
大
学
教
授
に
よ
る
理
論

中
心
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
講
座
で
ピ
リ
ッ
と
ス
パ

イ
ス
を
効
か
せ
て
頂
い
て
い
る
。
西
岡
塾
の
特
徴

的
な
講
座
の
一
つ
に「
自
己
変
革
計
画
の
作
成
」

が
あ
る
。「
い
い
歳
を
し
た
ミ
ド
ル
た
ち
が
今
更

変
わ
る
か
？
」
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

変
わ
る
ん
で
す
よ
、
こ
れ
が
。
誰
で
も
更
な
る
成

長
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
塾
は
塾
生
の
そ
の
想
い

を
行
動
に
変
え
ま
す
。

第
一
条
　
出
過
ぎ
た
杭
に
な
れ

第
二
条
　
雄
弁
は
金
、
沈
黙
は
ク
ズ

第
三
条
　
自
己
変
革
の
意
欲
無
き
者
は
去
れ
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昨
年
末
に
大
ニュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん

で
来
た
。
保
釈
中
の
元
日
産
C
E
O

カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
被
告
が
自
宅
か
ら

楽
器
ケ
ー
ス
に
隠
れ
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ジ
ェッ
ト
で
レ
バ
ノ
ン
へ
不
法
出
国
す
る

と
い
う
逃
亡
劇
を
演
じ
た
の
だ
。
そ

し
て
、「
私
は
正
義
か
ら
逃
れ
た
の
で

は
な
い
、
不
正
と
政
治
的
迫
害
か
ら

逃
れ
た
の
だ
。
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て

日
本
司
法
制
度
の
人
権
無
視
を
糾
弾

し
て
い
く
」と
挑
戦
状
を
突
き
付
け

た
。
そ
の
論
拠
は「
弁
護
士
の
同
席

を
許
さ
な
い
取
調
べ
で
自
白
を
強
要

さ
れ
た
」、「
保
釈
中
に
妻
と
会
う
こ

と
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
」な
ど
で
あ
り
、

「
有
罪
を
前
提
と
し
た
後
進
的
で
人

権
無
視
の
日
本
の
司
法
制
度
を
動
か

ぬ
証
拠
と
新
事
実
を
も
っ
て
糾
弾
し

て
い
く
」と
宣
言
。
1
月
8
日
の
記

者
会
見
を
皮
切
り
に
多
く
の
国
際
メ

デ
ィ
ア
に
自
己
の
無
罪
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

国
際
経
済
界
で
実
績
の
あ
る
経
営

者
が
、
世
界
の
注
目
の
中
で「
証
拠
と

新
事
実
を
も
っ
て
」日
本
司
法
制
度

バ
ッ
シ
ン
グ
を
展
開
し
世
界
の
世
論
を

味
方
に
つ
け
る
と
、
そ
れ
で
な
く
と
も

日
本
の
地
位
が
急
落
し
て
い
く
状
況
下

で
、
外
国
人
が
日
本
企
業
の
経
営
者
と

し
て
我
が
国
で
活
躍
す
る
意
欲
を
無

く
し
、
若
い
優
秀
な
働
き
手
た
ち
も
日

本
企
業
に
就
職
す
る
こ
と
を
躊
躇
す

る
の
で
は
な
い
か
と
も
憂
慮
さ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
ゴ
ー
ン
氏
の
ア

ピ
ー
ル
に
迫
力
が
な
い
。
こ
れ
が
世

界
を
股
に
か
け
て
活
躍
し
た
プ
ロ
経

営
者
な
の
か
と
疑
う
ほ
ど
非
論
理
的

で
情
緒
的
な
ア
ピ
ー
ル
に
終
始
し
て

い
る
。
な
ん
の
証
拠
も
新
事
実
の
提

示
も
な
い
の
は
致
命
的
だ
。
ゴ
ー
ン

氏
の
目
的
は
何
だ
っ
た
の
か
? 

レ
バ

ノ
ン
に
逃
げ
込
み
、
蓄
財
で
余
生
を

送
る
と
い
う
な
ら
目
的
は
達
成
さ
れ

た
。
レ
バ
ノ
ン
の
政
財
界
で
の
活
躍
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
名
誉
を

挽
回
し
、
プ
ロ
経
営
者
と
し
て
世
界

的
に
活
躍
す
る
立
場
を
取
り
戻
す
の

が
目
的
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

失
敗
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
い
か
に

強
弁
を
張
り
、
大
き
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

で
自
己
弁
護
を
し
て
も
法
を
犯
し
て

国
外
逃
亡
を
し
た
無
法
者
と
い
う
事

実
は
消
え
な
い
。
悪
法
と
い
え
ど
も

法
は
法
。
企
業
の
経
営
者
は
そ
の
国

の
法
に
背
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

日
本
に
留
ま
っ
て
粘
り
強
く
自
己
の

正
当
性
を
訴
え
て
い
く
こ
と
し
か
無

か
っ
た
の
だ
。
そ
の
時
に
国
際
性
を

武
器
に
世
界
の
世
論
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
獲
得
し
て
い
く
方
法
を
と
る
べ

き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

実
に
後
味
の
悪
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。

塾長の言葉

Nishioka's Talk

丸の内「西岡塾」塾長

ゴーンショックに想う

財務補講講師

（講義順）

放送作家
コンサルタント

野呂 エイシロウ

株式会社
GOOD and MORE
代表取締役社長
西岡塾 9 期生

今野  誠一

インテグラル株式会社
代表取締役パートナー
スカイマーク株式会社
取締役会長
一橋大学
大学院 ICS　教授

佐山  展生

株式会社ハブ
代表取締役社長
西岡塾 6 期生

太田  剛

東京海上
ホールディングス
株式会社
専務取締役 兼
専務執行役員
西岡塾 1 期生

原島  朗

株式会社
ウチダシステムズ
代表取締役社長
西岡塾 1 期生

岩田  正晴

一橋大学
特任教授
名誉教授

米倉  誠一郎

東京大学
社会科学研究所
准教授

伊藤  亜聖

松井証券株式会社
代表取締役社長

松井 道夫

石坂産業
株式会社
代表取締役

石坂 典子

日本電鍍工業
株式会社
代表取締役

伊藤  麻美

株式会社
日本人材機構
代表取締役社長

小城  武彦

有限会社木内式
代表
西岡塾 1 期生

木内  一朗

西岡塾
塾長

西岡  郁夫

株式会社
アクションラーニング
研究所
代表取締役

古川  和

杉並区立和田中学校
元校長
教育改革実践家

藤原  和博

一橋大学
大学院 ICS
准教授

藤川  佳則

一橋大学
大学院 ICS
教授

楠木  建

スポーツジャーナリスト
株式会社
スポーツ
コミュニケーションズ
代表取締役

二宮  清純

トパーズ・キャピタル
株式会社
取締役会長

松田  清人

独立研究者
著作家

山口  周

ATマーケティング
ソリューション代表
元レクサスブランド
マネジメント部長

高田  敦史

ジェンダー・
開発政策専門家

大崎 麻子

豊岡市長

中貝  宗治

西岡塾 17 期生

友塚 高宏

ゲストスピーカー

株式会社ブラウン
シュガーファースト
代表取締役社長

荻野 みどり

HEROZ
株式会社
代表取締役

林 隆弘

18 期 講師紹介
Lecturer introduction
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ANNUAL PLOGRAM年間プログラム

● �企業視察合宿（石坂産業） 合同
● �企業視察発表会 合同
● �講義 

-良質な修羅場でリーダーシップを学ぶ 
-マインドセットを変えろ 
-人生設計の引き直し 合同  
-決意と覚悟を決める環境に身を置く 合同

9月

● ��特別講義 
-人生は自作自演のドラマ

● �講義 
-予定調和を断ち切る「強いリーダー」になれ 
�-西岡塾での学びの実践・私たちの今 
-地方都市でつくる圧倒的な価値創造

● �説得力実習11月

● �特別講義 
-美しい絵を描きたかっただけ

● �講義 
-サービスマネジメント理論 合同  
-サービスマネジメントによる 
　新規ビジネス提案 合同

10月

● ��卒塾合宿 
-修了論文発表会 
-自己変革計画最終発表12月

約8ヶ月間に亘る全32回の充実したプログラム。
多様な講師陣とプログラムの中で、塾生同士が切磋琢磨しながら着実に前進をしていきます。
8ヶ月間で得た貴重な経験は、個々にしっかり刻まれ、リーダーとしての思考、行動をさらに進化させます。

● �オリエンテーション
● �チームビルディング合宿 
● �講義 

-ストーリーとしての 
 競争戦略 
-逆境に立ち向かう 
 リーダーの条件 
-会社は課長で決まる

5月

● �競争戦略研究発表 合同
● �講義 

-ビジネスにおけるアートとサイエンス 
　のリバランス 
-レクサスに学ぶブランディング戦略

● �財務補講
6月

● �自己変革計画発表
● �講義 

-選ばれる仕掛けの裏側と戦略的自己PR 
-情報編集力へのモードチェンジと 
 キャリアの大三角形 合同  
-「何をやらないか」で理念を貫く 
-全員参加の変革で組織は化ける

● �財務補講

7月

● �講義 
-中国のイノベーションと産業集積 
-覚悟をもって社員を愛する 
-グローバル視点で考える日本の 
  ジェンダーギャップ 合同  
-人生哲学で未来を切り拓く 
-マーケティング戦略

8月
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合
宿
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、毎
年
恒
例

の「
壁
越
え
」に
挑
戦
。立
ち
は
だ
か
る

３
ｍ
の
壁
は
、一
人
の
力
で
は
物
理
的
に

登
る
こ
と
が
で
き
な
い
。登
る
た
め
に

は
ど
う
す
べ
き
か
?
 
塾
生
間
で
自
然

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
ら
れ
て
い

く
。そ
し
て
、18
期
は
壁
越
え
に
成
功
! 

チ
ー
ム
の
力
で
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ

自
然
に
で
る
笑
顔
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
。こ
の

先
、こ
の
仲
間
と
一
緒
に
や
っ
て
い
け
る

感
触
を
得
ら
れ
た
瞬
間
と
な
っ
た
。

壁越え

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
、最
初
に
取
り

組
ん
だ
の
は「
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」。

地
図
を
も
と
に
、3
名
1
チ
ー
ム
で
制
限

時
間
内
に
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
回
り
、

得
点
を
競
う
。仲
間
と
考
え
、支
え
合

い
、山
中
を
駆
け
抜
け
た
。チ
ー
ム
毎
の

戦
略
を
全
員
で
振
り
返
る
と
、あ
っ
と
い

う
間
に
打
ち
解
け
て
自
然
と
笑
顔
が
。

フォトロゲイニング

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
に
続
い
て
、キ
ャ

ン
プ
飯
の
定
番「
カ
レ
ー
づ
く
り
」へ
。差

し
入
れ
の「
カ
ツ
」も
加
わ
っ
て
、最
高

の
食
事
と
時
間
を
全
員
で
共
有
し
た
。 

5
月
の
キ
ャ
ン
プ
、テ
ン
ト
泊
は
ま
だ
肌

寒
か
っ
た
が
、寝
食
を
共
に
す
る
こ
と
で

短
い
時
間
で
急
速
に
絆
が
深
ま
っ
た
。

キャンプ飯＆テント泊

Team
Building
Camp

令
和
の
幕
開
け
と
共
に

 「
本
音
で
語
り
合
え
る
仲
間
」

と
の
挑
戦
が
始
ま
る

就寝（テント泊）

アクティビティ

ローエレメント

夕食・懇親会

昼食

フォトロゲイニング

野外炊事

オリエン
テーション

自己紹介
（バス車中）

11:00

11:30

12:00

13:15

14:30

16:30

18:30

20:30

23:00

09:30

08:15 出発（バスにて）

赤城山到着

2
DAY

1
DAY

壁越え

到着

ローエレメント

出発（バスにて）

昼食（バス車中）

体操

朝のつどい

起床

朝食

07:00

07:30

08:00

08:30

11:00

12:30

13:00

15:30

06:30

「ONE TEAM」で認め合い
、支え合う

チームビルディング合宿
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3
6
0
度
評
価
と

1
対
1
面
談
で
「
自
分
」
を
知
る

「
あ
り
た
い
自
分
」と
は
ど
ん
な
姿
か
？
そ
の

探
求
の
ス
タ
ー
ト
は
3
6
0
度
評
価
と
塾
長
と

の
１
対
１
の
面
談
か
ら
始
ま
る
。
3
6
0
度
評

価
で
は
、
上
司
、
部
下
、
同
僚
、
そ
し
て
家
族
も

含
め
た
率
直
な
評
価
か
ら
、
直
す
べ
き
弱
み
に

加
え
、
自
ら
が
気
付
か
な
か
っ
た
強
み
も
見
え

て
く
る
。
塾
長
と
の
１
対
１
の
面
談
で
知
ら
れ

ざ
る
自
分
を
知
り
、
自
己
変
革
計
画
が
始
ま
る
。

自
己
変
革
を

仲
間
と
議
論
し
共
創
す
る

自
己
変
革
計
画
を
立
て
て
宣
言
し
実
行
す
る

だ
け
で
は
な
い
。
塾
生
全
員
で
一
人
一
人
の
自

己
変
革
計
画
を
議
論
し
、
共
に
考
え
る
の
が
西

岡
塾
の
や
り
方
で
あ
る
。
弱
み
や
強
み
の
本
質

を
捉
え
、
ど
う
変
革
し
て
い
く
か
を
塾
生
全
員

で
真
剣
に
議
論
す
る
。
自
分
以
外
の
自
己
変
革

も
真
剣
に
考
え
る
こ
と
で
多
く
の
気
付
き
を
得

る
こ
と
が
出
来
た
。

６
ヶ
月
間
の
変
革
を
実
感
…

改
め
て
決
意
を
宣
言
す
る

自
己
変
革
計
画
を
共
創
し
て
か
ら
計
画
を

実
行
に
移
し
、
６
ヶ
月
後
に
改
め
て
3
6
0

度
評
価
と
1
対
1
の
面
談
を
行
う
。
そ
し
て
、

自
ら
の
変
革
を
実
感
す
る
。
卒
塾
合
宿
で
自

己
変
革
宣
言
を
塾
生
全
員
の
前
で
改
め
て
実

施
す
る
の
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。「
あ
り
た

い
自
分
」に
な
る
た
め
に
…
終
わ
り
な
き
自
己

変
革
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。

123

未
知
の

自
分
に
気
付
き
︑

自
ら
を
変
え
る

「
あ
り
た
い
自
分
」
に
な
る
た
め
に
…

自
己
変
革
を
宣
言
し
仲
間
と
共
に
変
革
す
る

1 s t  S t e p

塾長から360度評価の
フィードバック。

1on1

2 n d  S t e p

自己変革計画作成しGroupで
ミーティングを行う。

Group Meeting

3 r d  S t e p

自己変革計画を塾生全員の前で発表。

Presentation

4 t h  S t e p

再度360度評価を行い
変革の進捗を確認。

Feedback

5 t h  S t e p

塾生全員の前で自己変革宣言を行う。

Declaration

自
己
変
革
計
画
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Leadership theories

予
定
調
和
を
断
ち
切
る

「
強
い
リ
ー
ダ
ー
」に
な
れ

良
質
な
修
羅
場
体
験
で

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
学
ぶ

覚
悟
を
も
っ
て
社
員
を
愛
す
る

全
員
参
加
の
変
革
で

組
織
は
化
け
る

逆
境
に
立
ち
向
か
う

リ
ー
ダ
ー
の
条
件

「
何
を
や
ら
な
い
か
」で

理
念
を
貫
く

「
破
綻
す
る
企
業
は
驚
く
ほ
ど
似
て
い
る
」

…
極
力
回
避
さ
れ
る
対
立
、
予
定
調
和
的
な

意
思
決
定
、
強
力
な
社
内
政
治
。
そ
し
て
優

良
企
業
に
は
、
こ
れ
ら
を
断
ち
切
る
強
い
リ
ー

ダ
ー
が
い
る
。「
日
本
を
良
く
し
た
い
」と
い
う

強
い
信
念
で
、
キ
ャ
リ
ア
官
僚
か
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
へ
転
職
し
、
地
方
創
生
の
事
業
を
行
う

小
城
氏
に
よ
る
講
義
。
企
業
を
徹
底
分
析
し

た
学
術
視
点
と
、
経
営
者
視
点
の
両
面
か
ら

切
り
込
む
。
日
本
的
企
業
に
お
け
る
ミ
ド
ル

の
役
割
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

言
葉
も
通
じ
ず
、
土
地
勘
の
な
い
ブ
ラ
ジ
ル

に
て
、
危
機
的
な
状
況
か
ら
V
字
回
復
を
果

た
し
た
経
験
談
、
そ
れ
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
ご

自
身
の
リ
ー
ダ
ー
観
に
つ
い
て
、
塾
生
と
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
講
義
頂
い
た
。
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
は「
良
質
な
修
羅
場
で
の
真
剣
勝

負
」を
通
じ
て
頭
と
体
と
心
で
学
ぶ
も
の
で
あ

り
、
ミ
ド
ル
の
時
か
ら
実
践
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
、
と
の
言
葉
に
自
分
な
り
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
模
索
し
て
い
る
塾
生
た
ち
も
刺
激
を

受
け
、
議
論
に
熱
が
入
っ
て
い
た
。

創
業
社
長
で
あ
っ
た
父
の
他
界
に
よ
り
、
業

界
経
験
ゼ
ロ
で
社
長
に
就
任
、
衰
退
し
つ
つ
あ
っ

た
会
社
を
立
て
直
し
、
現
在
も
成
長
を
続
け

て
い
る
と
い
う
、
ま
さ
に「
逆
転
人
生
」を
お
聞

か
せ
頂
い
た
。
昼
夜
問
わ
ず
泥
臭
く
金
策
に

奔
走
し
、
不
採
算
部
門
か
ら
は
大
胆
に
撤
退
、

一
方
で
リ
ス
ト
ラ
は
行
わ
な
い
。
ど
ん
な
時
も

前
向
き
だ
っ
た
と
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
語
る
伊
藤

氏
の
言
葉
か
ら
、
塾
生
た
ち
は
社
員
や
会
社
へ

の
深
い
愛
情
と
、
そ
れ
を
貫
く
た
め
のG

RIT

を
感
じ
た
と
の
声
が
多
く
挙
が
っ
た
。

従
来
は
親
会
社
か
ら
の
出
向
者
に
よ
る「
上
が

り
」ポ
ジ
シ
ョン
で
あ
っ
た
社
長
に
自
ら
志
願
し
て

就
任
し
、
社
内
変
革
を
行
っ
て
き
た
経
緯
を
お

話
頂
い
た
。
そ
の
要
点
は
お
客
様
目
線
を
持
っ
た

会
社
に
変
わ
る
こ
と
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
全
社
員

と
共
有
、施
策
に
落
と
し
込
ん
で
い
く
こ
と
だ
が
、

詳
細
に
語
ら
れ
た
施
策
の
実
行
は
正
に
徹
底
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
中
小
企
業
だ
か
ら
出
来
た

と
岩
田
氏
は
語
る
が
、
社
員
全
員
を
巻
き
込
む

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
、
そ
う
し
て
変
わ
っ
た
組
織
の

強
さ
は
印
象
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
界
の
事
例
を
用
い
、
逆
境

に
立
ち
向
か
う
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
講
義
頂
い

た
。
J
リ
ー
グ
発
足
の
立
役
者
で
あ
る
川
淵
チ
ェ

ア
マ
ン
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
地
域
に
取
り
戻
す
と
い

う
ブ
レ
な
い
大
義
に
情
熱
を
注
ぎ
、
反
対
勢
力

に
逃
げ
ず
に
立
ち
向
か
い
、
賛
同
者
を
作
り
な

が
ら
動
か
し
て
い
っ
た
。
そ
の
姿
よ
り
、「
リ
ー

ダ
ー
の
条
件
」は
パ
ッ
シ
ョ
ン
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
の
共

有
）、
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
、
と
学
ん
だ
と
い
う
。

生
々
し
い
当
時
の
舞
台
裏
に
お
け
る
経
験
談
は
、

リ
ア
ル
な
リ
ー
ダ
ー
像
を
塾
生
の
心
に
刻
ん
だ
。

一
度
は
清
算
し
た
H
U
B
で
あ
っ
た
が
、ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル･

店
舗
形
態
の
見
直
し
を
行
い
、
現

在
に
至
る
ま
で
増
収
増
益
を
続
け
て
い
る
。
そ

れ
を
支
え
て
い
る
の
は
決
し
て
ブ
レ
る
こ
と
の
な
い

「
日
本
に
英
国
パ
ブ
文
化
を
広
く
普
及
さ
せ
る
」

と
い
う
経
営
理
念
の
浸
透
と
、
太
田
氏
自
身
も

西
岡
塾
で
学
ん
だ「
何
を
や
ら
な
い
の
か
」の
徹

底
し
た
実
践
。
快
活
で
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
た
笑
い

の
絶
え
な
い
講
義
で
あ
っ
た
が
、
他
の
飲
食
店
と

一
線
を
画
し
、
文
化
創
造
を
目
指
す
リ
ー
ダ
ー

の
姿
に
多
く
の
塾
生
が
刺
激
を
受
け
た
。

株
式
会
社
日
本
人
材
機
構

代
表
取
締
役
社
長　

小
城 

武
彦

東
京
海
上
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

専
務
取
締
役 

兼 

専
務
執
行
役
員

西
岡
塾
1
期
生　

原
島 

朗

日
本
電
鍍
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

伊
藤 

麻
美

株
式
会
社
ウ
チ
ダ
シ
ス
テ
ム
ズ

代
表
取
締
役
社
長　

西
岡
塾
１
期
生　

岩
田 

正
晴

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

株
式
会
社
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

代
表
取
締
役　

二
宮 

清
純

株
式
会
社
ハ
ブ　

代
表
取
締
役
社
長

西
岡
塾
6
期
生　

太
田 

剛

リーダーシップ論
本物のリーダーシップに触れる

現場を知るリーダー達との交流は、

ミドルにとって最高の教材だ。

講義レポート ｜ リーダーシップ論
講義レポート
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ミ
ド
ル
が
変
わ
れ
ば

会
社
も
変
わ
る

人
生
哲
学
で

未
来
を
切
り
拓
く

地
方
都
市
で
つ
く
る

圧
倒
的
な
価
値
創
造

会
社
は
課
長
で
決
ま
る

情
報
編
集
力
へ
の

モ
ー
ド
チ
ェ
ン
ジ
と

キ
ャ
リ
ア
の
大
三
角
形

日
本
の
大
企
業
に
お
け
る
問
題
意
識
を

き
っ
か
け
に
西
岡
塾
を
設
立
し
た
西
岡
塾
長

に
よ
る
講
義
。「
組
織
を
変
革
し
、
市
場
価
値

を
創
造
す
る
ミ
ド
ル
の
戦
力
強
化
道
場
」
…

そ
れ
が
西
岡
塾
で
あ
る
。
塾
長
自
ら
の
経
験

か
ら「
ミ
ド
ル
が
自
ら
変
革
す
る
こ
と
で
会
社

を
変
え
る
こ
と
が
出
来
る
」と
い
う
具
体
的
な

方
法
論
を
塾
生
に
向
け
て
語
り
か
け
る
。
そ

し
て「
良
い
と
思
っ
た
も
の
は
す
ぐ
に
行
動
せ

よ
」と
い
う
言
葉
か
ら
、
８
ヶ
月
に
亘
る
西
岡

塾
の
濃
密
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

リ
ク
ル
ー
ト
へ
入
社
後
い
き
な
り
20
名
の

部
下
を
持
ち
、
そ
の
後
も
リ
ス
ト
ラ
の
断
行

な
ど
を
経
験
し
た
今
野
氏
に
よ
る
講
義
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
生
き
方
、
愛
情
に
満
ち
た
人

柄
に
勇
気
を
も
ら
う
講
義
と
な
っ
た
。
今

野
氏
は
多
く
の
苦
境
に
立
た
さ
れ
な
が
ら

も
、
8
つ
の
唯
一
無
二
と
い
う
人
生
哲
学
で

人
生
を
切
り
拓
い
て
き
た
。
特
に
今
出
来

て
い
る
事
をG

O
O

D

と
捉
え
、
さ
ら
に
よ
く

す
る
為
に
何
を
す
る
か
をM

O
RE

と
す
る

G
OOD

 and M
ORE

の
考
え
方
も
塾
生
に

と
っ
て
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
。

豊
岡
市
は
兵
庫
県
に
あ
る
小
さ
な
地
方
都

市
で
あ
り
な
が
ら
、
圧
倒
的
な
価
値
創
造
を

実
現
し
、
豊
岡
市
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て
い

る
。
中
貝
市
長
は「
世
界
に
通
用
す
る
小
さ

な
世
界
都
市
」と
い
う
明
確
な
ビ
ジ
ョン
を
掲

げ
、
具
体
的
な
施
策
を
実
行
に
移
し
て
い
る
。

共
通
す
る
の
は
人
を
共
感
さ
せ
る
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
点
。
条
件
の
厳

し
い
地
方
都
市
で
あ
っ
て
も
ビ
ジ
ョ
ン
と
行
動

で
圧
倒
的
な
価
値
創
造
が
出
来
る
と
い
う
実

例
で
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
像
を
学
ん
だ
。

銀
行
で
執
行
役
員
と
し
て
課
長
人
材
を
育

て
た
経
験
か
ら「
会
社
は
課
長
で
決
ま
る
」

と
い
う
松
田
氏
に
よ
る
講
義
。
課
長
は
最
小

単
位
の
現
場
責
任
者
で
あ
り
会
社
の
成
長
の

要
と
な
る
。
そ
し
て「
イ
ケ
て
る
課
長
に
な

れ
！
」と
い
う
松
田
氏
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

ミ
ド
ル
層
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る

講
義
で
あ
っ
た
。
塾
生
か
ら
の
質
問
や
議
論

も
活
発
に
行
わ
れ
、
ミ
ド
ル
ど
真
ん
中
で
日
々

奮
闘
し
て
い
る
塾
生
に
と
っ
て
は
、
勇
気
づ
け

ら
れ
る
機
会
と
な
っ
た
。

西
岡
塾
関
係
者（
お
子
さ
ん
も
含
む
）や
外

部
聴
講
者
な
ど
総
勢
1
0
0
名
が
参
加
し
、

大
手
町（
三
菱
地
所
）で
開
催
。
受
講
者
同

士
が
途
中
で
や
り
と
り
し
な
が
ら
進
行
し
て

い
く
藤
原
氏
流「
ラ
イ
ブ
型
」講
義
。「
情
報

処
理
力
か
ら
情
報
編
集
力
への
戦
略
的
モ
ー
ド

チ
ェン
ジ
」、「
キ
ャ
リ
ア
の
大
三
角
形
を
作
り

上
げ
、
1
0
0
万
分
の
1
の
希
少
価
値
が
高

い
人
材
に
な
る
」と
い
っ
た
人
生
の
充
実
度
を

高
め
る
基
盤
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
受
講
後

も
し
っ
か
り
脳
裏
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

西
岡
塾
塾
長　

西
岡 

郁
夫

株
式
会
社G
O

O
D

 and M
O

RE　

 

代
表
取
締
役
社
長　

西
岡
塾
9
期
生　

今
野 

誠
一

豊
岡
市
長　

中
貝 

宗
治

ト
パ
ー
ズ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式
会
社

取
締
役
会
長　

松
田 

清
人

杉
並
区
立
和
田
中
学
校 

元
校
長

教
育
改
革
実
践
家　

藤
原 

和
博

組織を変革せよ!
ミドルから会社を変える…
そのためのミドルの生き様とは？

ミ
ド
ル
の

生
き
様

The way of
middle ages 

The way of
middle ages 

The way of
middle ages 

The way of
middle ages 

The way of
middle ages 24

1
The way of

middle ages 1The way of
middle ages 4

The way of
middle ages 3

The way of
middle ages 5 The way of

middle ages 2

3

5

講義レポート ｜ ミドルの生き様

講
義
レ
ポ
ー
ト
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競
争
戦
略
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

理論と実践から学ぶ
「競争戦略」と「マーケティング理論」

「何をしないかを決める」
「価値づくりの未来を見るレンズ」

選
ば
れ
る
仕
掛
け
の

裏
側
と
戦
略
的
自
己
P
R

「
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
の

  

競
争
戦
略
」

顧
客
と
の「
価
値
創
造
」理
論

レ
ク
サ
ス
に
学
ぶ

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略

放
送
作
家　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

野
呂 
エ
イ
シ
ロ
ウ

一
橋
大
学
大
学
院
I
C
S　

教
授

楠
木  

建 

一
橋
大
学
大
学
院
I
C
S　

准
教
授

藤
川  

佳
則 

A
T
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
代
表

元
レ
ク
サ
ス
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部　

高
田  

敦
史  

プ
ロ
広
報
人
材
の
養
成
、メ
デ
ィ
ア
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
、
日
本
企
業
は
戦
略
的
広
報
が
苦
手
と
い
う
視

点
か
ら
講
義
は
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、メ
デ
ィ
ア
の
取

材
対
象
は「
モ
ノ︵
会
社
・
商
品
︶で
は
な
く
、
モ
ノ

を
取
り
巻
く
人
・
ス
ト
ー
リ
ー
」で
あ
る
、
だ
か
ら
、

個
人
レ
ベ
ル
で「
選
ば
れ
る
た
め
の
仕
掛
け
と
自
己

P
R
術
」を
磨
く
べ
き
と
い
っ
た
話
ま
で
ブ
レ
ー
ク
ダ

ウ
ン
。
ヒ
ッ
ト
に
繋
が
る
導
火
線
を
考
え
る
習
慣
を

つ
け
る
、
ブ
ロ
グ
・
S
N
S
で
の
自
身
の
発
信
等
、

即
座
に
実
践
し
た
塾
生
も
多
い
講
義
と
な
っ
た
。

西
岡
塾
内
の
タ
テ
の
世
代
・
ヨ
コ
の
世
代
を
繋
ぐ

共
通
言
語「
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
の
競
争
戦
略
」。

「
ス
ト
ー
リ
ー
は
動
画
に
な
っ
て
い
る
か
?
」「
や

ら
な
い
こ
と
を
決
め
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
違
い
を

明
確
に
で
き
て
い
る
か
?
」「
人
間
の
本
質
を
突
い
た

戦
略
か
?
」「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
コ
ア
と
キ
ラ
ー
パ
ス
・

シ
ュ
ー
ト
は
明
確
か
?
」な
ど
塾
生
た
ち
が
そ
の
後

の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
課
題
に
取
り
組
む
際
に
必
ず

チ
ェ
ッ
ク
し
合
う
競
争
戦
略
立
案
上
の
ポ
イ
ン
ト
を

学
ぶ
講
義
と
な
っ
た
。

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
」と「
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
理
論
」の
2
部
構
成
に
よ
る
講
義
。「
サ
ー

ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
理
論
」で
は
、
企
業
が
今
後

ポ
ス
ト
・
デ
ジ
タ
ル
仕
様
で
の
価
値
創
造
に
対

し
て
戦
略
的
な
投
資
を
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
だ
が
、

そ
の
た
め
に
は
経
営
層
の
理
解
と
組
織
全
体
で
の「
新

し
い
レ
ン
ズ
」の
共
有
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ

で
特
に
力
を
発
揮
す
る
の
が「
ミ
ド
ル
の
役
割
」で
あ

る
と
い
う
話
が
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
に
直
面
し
て 

い
る
塾
生
に
と
っ
て
非
常
に
響
く
内
容
で
あ
っ
た
。

北
米
市
場
か
ら
16
年
遅
れ
で
日
本
市
場
に
導
入
さ

れ
た
レ
ク
サ
ス
の「
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
」確
立

の
舞
台
裏
。
国
内
で
は
販
売
機
能
を
既
存
網
と
分
離

し
、セ
ー
ル
ス
力
を
軸
に
成
功
を
収
め
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
は
”

驚
き
に
満
ち
た
体
験
“を
軸
に
多
く
の

打
ち
手
が
紹
介
さ
れ
た
。
後
の
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
理
論
の「
顧
客
と
の
使
用
価
値
共
創
」の
先
駆
的

事
例
で
あ
る
。
ま
た
、
50
代
で
大
企
業
を
辞
め
、
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
生
き
て
い
く
と
い
う「
ミ
ド
ル
の

生
き
様
」を
示
し
て
頂
い
た
講
義
と
な
っ
た
。

講義レポート ｜ 競争戦略・マーケティング

講
義
レ
ポ
ー
ト
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「意味」に価値が求められる時代
−  ビジネスの中心はモノからコト・体験へ −

「
面
白
そ
う
な
こ
と
を
見
つ
け
、
頼

ま
れ
て
も
い
な
い
の
に
や
る
」
こ
れ
が
佐

山
氏
の
基
本
ス
タ
ン
ス
。
情
熱
と
覚

悟
に
満
ち
溢
れ
た
ス
カ
イ
マ
ー
ク
再
生

の
ス
ト
ー
リ
ー
に
は
塾
生
全
員
が
惹
き

込
ま
れ
た
。「
人
生
の
シ
ナ
リ
オ
は
自

分
で
書
け
る
」
「
知
ら
ぬ
間
に
富
士
山

に
登
っ
た
人
は
い
な
い
」
「
10
年
後
の

自
分
よ
り
今
の
ほ
う
が
可
能
性
が
大

き
い
」
数
々
の
格
言
か
ら
は
生
き
る
姿

勢
を
学
ん
だ
。
大
切
な
の
は
面
白
そ

う
な
も
の
を
見
つ
け
る
嗅
覚
と
直
感

を
鍛
え
る
こ
と
。
今
し
か
で
き
な
い
こ

と
は
何
か
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

「
自
分
は
一
人
の
人
間
と
し
て
ど
う

生
き
て
い
く
の
か
?
」
自
身
の
死
生
観

に
基
づ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
熱
量
と
迫

力
に
満
ち
て
お
り
、
松
井
氏
の
人
生
哲

学
に
触
れ
る
機
会
で
あ
っ
た
。
四
半
世

紀
に
亘
り
上
場
企
業
の
ト
ッ
プ
を
務
め

る
経
営
者
が
「
後
生
畏
る
べ
し
」
と
世

代
交
代
に
つ
い
て
語
る
。「
こ
れ
か
ら
は

個
が
主
体
と
な
り
、
組
織
に
参
画
す
る

時
代
で
あ
る
」。
情
熱
的
に
持
論
を

展
開
す
る
姿
は
、
経
営
者
と
い
う
よ
り

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
哲

学
的
で
示
唆
に
富
み
、
何
を
大
切
に
生

き
る
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

人生は自作自演のドラマ

美しい絵を
描きたかっただけ

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
変
え
ろ

一
橋
大
学　

特
任
教
授　

名
誉
教
授

米
倉 

誠
一
郎 

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
」を
多
角
的
に
捉

え
る
。
企
業
の
収
益
構
造
が｢as a service

」を 

中
心
に
大
き
く
変
化
成
長
し
て
き
て
い
る
。
商

品
を
売
る
だ
け
で
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
起
こ
せ
な

い
、
ス
ピ
ー
ド
重
視
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
れ
ば
、

日
本
は
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に

お
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
世
界
と
戦
え
る
。
問
題
発
掘
、

分
析
、
解
決
策
提
示
、
実
行
を
仕
組
み
化
す
る
こ

と
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
に
な
る
と
改
め
て
意

識
し
た
。
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
変
え
ね
ば
な
ら
ぬ
と

い
う
言
葉
は
胸
に
刺
さ
っ
た
。
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ

な
講
義
に
塾
生
の
熱
量
も
上
が
っ
た
。

中
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

産
業
集
積

東
京
大
学 　

社
会
科
学
研
究
所　

准
教
授

伊
藤 

亜
聖 

B
級
と
S
級
の
二
面
性
を
持
ち
な
が
ら

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
持
続
的
成
長
を

狙
っ
て
い
る
の
が
現
在
の
中
国
。
政
府
の
支

援︵
孔
雀
計
画
︶も
あ
り
、
ユ
ニ
コ
ー
ン
マ
ッ

プ
に
は
中
国
企
業
が
名
を
連
ね
る
。「
先
放

後
管
」ま
ず
実
行
し
て
問
題
が
あ
れ
ば
ル
ー

ル
を
制
定
す
る
の
が
中
国
流
。
リ
ス
ク
を

恐
れ
る
日
本
と
は
真
逆
の
発
想
で
あ
る
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
中
国
か
ら
我
々
が
学

ぶ
べ
き
点
は
非
常
に
多
い
。
講
師
が
現
地

で
見
た
生
の
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
、
臨
場

感
あ
る
講
義
で
あ
っ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
ア
ー
ト
と

サ
イ
エ
ン
ス
の
リ
バ
ラ
ン
ス

独
立
研
究
者　

著
作
家

山
口 

周 

西
岡
塾
関
係
者
や
外
部
聴
講
者
な
ど
総
勢

1
0
0
名
が
参
加
し
、
大
手
町︵
三
菱
地
所

レ
ジ
デ
ン
ス
︶で
開
催
。
正
解
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ

化
が
進
む
時
代
に
、「
サ
イ
エ
ン
ス︵
論
理
︶」

偏
重
か
ら「
ア
ー
ト︵
直
観
・
美
意
識
︶」を
取

り
入
れ
る
リ
バ
ラ
ン
ス
の
重
要
性
が
増
す
。「
過

剰
な
モ
ノ︵
コ
ト
︶の
価
値
が
下
が
り
、希
少
な

モ
ノ︵
コ
ト
︶の
価
値
が
上
が
る
」点
に
お
い
て

は
、
単
純
な
希
少
性
の
追
求
で
は
な
く
、
価
値

の
源
泉
の
再
考
や
、
引
き
算
と
い
う
選
択
肢

も
含
め
て
意
味
付
け
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
学
び
を
得
た
塾
生
が
多
か
っ
た
。

インテグラル株式会社　代表取締役パートナー
スカイマーク株式会社　取締役会長
一橋大学　大学院 ICS　教授

佐山 展生

松井証券株式会社　代表取締役社長
松井 道夫

何を大切にし、何をすべきか。
情熱と覚悟に溢れた人生哲学。未来のリーダー達へ

講義レポート ｜ 特別講義 講義レポート ｜ イノベーション

イノベーション特別講義
INNOVATION

講義レポート講義レポート

SPECIAL  LECTURESPECIAL  LECTURE
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私
た
ち
の
今

西
岡
塾
で
の
学
び
の
実
践

塾
生
６
名
に
よ
る
リ
レ
ー
方
式
の
講
義
。

内
容
は
生
々
し
い
体
験
談
。海
外
赴
任
を

し
た
経
験
、転
職
を
し
た
経
験
、出
向
し
た
経
験

の
３
つ
の
テ
ー
マ
で
、ひ
と
皮
む
け
た
体
験
を
生

の
声
で
塾
生
に
届
け
る
。共
通
し
て
意
識
さ
せ
ら

れ
た
の
は「
市
場
価
値
の
形
成
」で
あ
る
。卒
塾

生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
会
社
や
組
織
と
い
う
閉
じ

た
範
囲
で
の
価
値
で
は
な
く
、様
々
な
分
野
や
領

域
で
市
場
価
値
を
追
い
求
め
て
い
る
こ
と
。塾
生

た
ち
は
塾
で
の
学
び
を
実
践
す
る
こ
と
の
実
例

か
ら
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
。

卒塾生の軌跡

財務補講

説
得
力
実
習
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
必
須
ス
キ
ル

塾
生
か
ら
学
べ

特定非営利活動法人Chance For All　代表理事
西岡塾6期議事隊　中山 勇魚

放課後の時間には成長のチャンスがある
「
生
ま
れ
育
っ
た
家
庭
や
環
境
で
そ

の
後
の
人
生
が
左
右
さ
れ
な
い
社

会
の
実
現
」を
目
指
す
こ
と
を
、基

本
理
念
と
し
、大
切
な
放
課
後
の

時
間
を「
子
供
の
為
」に
、周
囲
を

巻
き
込
み
な
が
ら
地
道
に
活
動
し

て
い
る
。単
に
子
供
を
預
か
る
場

所
で
は
な
く
、子
供
視
点
を
大
切

に
す
る
民
間
学
童
だ
。“

子
供
達

に
自
ら
考
え
さ
せ
、仮
に
失
敗
し

た
と
し
て
も
次
に
活
か
す”

自
己

肯
定
感
を
養
う
貴
重
な
場
所
と
し

て
存
続
し
て
い
る
。「
ビ
ジ
ョ
ン
に

共
感
し
た
」大
人
達
が
手
を
取
り

合
い
、次
の
未
来
を
担
う
子
供
達

を
育
て
て
い
け
る
社
会
に
し
た
い

と
、中
山
代
表
の
熱
い
想
い
が
伝

わ
る
講
義
と
な
っ
た
。

「
説
得
力
」と
は
、
交
渉
の
場
で

お
互
い
に
よ
り
良
い
結
論
を
導

く
た
め
の
力
で
あ
る
。
塾
生
の
リ

ア
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
お

け
る
成
功
、
失
敗
体
験
か
ら
、
そ

の
カ
ギ
と
な
る
要
因
を
分
析
、
議

論
し
合
う
実
習
で
あ
っ
た
。
成

功
事
例
に
共
通
す
る
の
は
相
手

の
立
場
に
立
っ
た
シ
ナ
リ
オ
と
、

フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
存
在
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
自
身
の
信
念
・
覚
悟
の
強

さ
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
を
学
ん

だ
。
我
々
ミ
ド
ル
が
組
織
の
中
で

ど
う
意
思
決
定
に
関
わ
り
、
存
在

感
を
高
め
て
い
く
か
、
改
め
て
考

え
る
機
会
と
な
っ
た
。

卒
塾
生
の
木
内
氏
と
友
塚
氏
に
よ
る
全

5
回
の
財
務
補
講
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し

て
理
解
し
て
お
く
べ
き
財
務
会
計
の
基
礎

を
学
ん
だ
。B/S

、P/L

の
構
造
を
ビ
ジ
ュ

ア
ル
で
掴
ん
で
い
く
手
法
は
大
変
理
解
し

や
す
い
。
大
切
な
の
は
企
業
名
か
ら
業
態

を
想
像
し
、
財
務
状
況
の
予
想
を
立
て
る

こ
と
。
予
想
と
実
態
の
違
和
感（
乖
離
）に

気
付
く
こ
と
が
企
業
分
析
の
第
一
歩
で
あ

る
。
財
務
諸
表
に
は
収
益
性
や
安
定
性
だ

け
で
な
く
、
企
業
の
理
念
や
戦
略
が
現
れ

る
。
企
業
を
見
る
視
点
に
お
い
て
多
く
の

気
付
き
が
得
ら
れ
た
。

「説得力とは何だ」

「直感で掴む財務会計」

木内 一朗
有限会社木内式代表 
西岡塾 1 期生 友塚 高宏西岡塾 17 期生

Graduate student
LECTURE

LECTURE

伊藤忠商事株式会社
西岡塾 1 期生　新宮 達史
東京海上ホールディングス株式会社
西岡塾 6 期生　関岡 泰之

株式会社ジュピターテレコム
西岡塾 15 期生　有村 剛志

アルヒ株式会社
西岡塾 4 期生　松本 康子
ボストン コンサルティング グループ
西岡塾 16 期生　一瀬 聡亨

ソニーネットワークコミュニケーションズ株式会社
西岡塾 6 期生　鈴木 説男

卒塾生講師

卒

講義レポート ｜ 卒塾生の軌跡 ｜ 財務補講 講義レポート ｜ 説得力実習

講
義
レ
ポ
ー
ト

講義レポート

講義レポート
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G
rad

u
ation

 ca
m

p

卒
塾
合
宿自分自身と本気で向き合い続けた 8 ヶ月間を終え、

未来へ向けた自己変革が今日始まる

変革を止めるな！

卒
業
合
宿
初
日
、
ま
ず
は
自
己
変
革
計
画
の
最
終

決
意
を
塾
生
た
ち
が
熱
く
語
る
。
続
い
て
行
わ
れ
た
、

塾
生
有
志
に
よ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
講
義
は
、
塾
生
の
み
な
ら
ず
塾
長
や
ゲ

ス
ト
も
絶
賛
す
る
レ
ベ
ル
の
高
さ
で
あ
っ
た
。

D
ay

 1

2
日
目
、
準
備
を
重
ね
て
き
た
卒
論
発
表
は
、
30

～
50
代
の
世
代
別
グ
ル
ー
プ
に
よ
る「
新
し
い
50
代

問
題
」に
関
す
る「
自
分
自
身
の
決
意
と
企
業
へ
の
提

言
」。
各
世
代
の
視
点
に
基
づ
く
鋭
い
提
言
と
議
論
に

は
、
各
社
よ
り
聴
講
に
参
加
さ
れ
て
い
た
方
々
も
、
多

く
を
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

仲
間
達
と
の
議
論
や
共
同
作
業
は
い
つ
も
刺
激
的

で
楽
し
か
っ
た
。
一
抹
の
寂
し
さ
と
、
感
謝
を
胸
に

今
日
、
塾
生
達
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

D
ay

 2
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女性リーダー塾西岡塾

リーダーシップの
勘所を振り返る
西岡塾のプログラムを通じた
コミュニケーションやチームビルディングのあり方

宇佐美 健司 切石 明子 成徳 紋 谷沢 直紀 増田 耕治

自
分
事
や
当
事
者
意
識

業
界
ご
と
の
思
考
回
路

多
様
な
メ
ン
バ
ー
だ
か
ら
こ
そ

得
ら
れ
た
も
の

西
岡
塾
・
女
性
リ
ー
ダ
ー
塾
合
同
の
グ
ル
ー
プ
発

表
が
3
回
あ
り
ま
し
た
ね
。

塾
長
か
ら
テ
ー
マ
を
告
げ
ら
れ
て
か
ら
発
表
当
日

ま
で
わ
ず
か
「
2
週
間
」
。
全
員
が
集
ま
る
こ
と

は
ほ
ぼ
不
可
能
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
各
グ
ル
ー
プ
と
も
本
番
ま
で
に
議
論
を

尽
く
し
た
、
い
い
プ
レ
ゼ
ン
と
い
う
印
象
で
し
た
。

一
人
一
人
が
自
分
事
、
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
参
加

し
、
グ
ル
ー
プ
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ス
を

減
ら
そ
う
と
意
識
し
た
こ
と
が
短
時
間
で
纏
め
ら
れ

た
ポ
イ
ン
ト
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
組
織
も
年
齢

も
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
違
う
メ
ン
バ
ー
が
限
ら
れ

た
時
間
で
同
じ
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
成
果
を
出
さ
な

い
と
い
け
な
い
。
そ
う
す
る
と
自
然
に
チ
ー
ム
内
で

の
必
要
な
役
割
を
決
め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、

議
論
を
進
め
て
い
く
。
対
立
意
見
で
あ
っ
て
も
、 

そ
れ
は
相
手
を
理
解
す
る
た
め
の
良
質
な
議
論
だ
と

い
う
こ
と
を
メ
ン
バ
ー
が
理
解
し
て
い
る
。

自
分
の
組
織
内
で
は
、
お
互
い
が
分
か
っ
た
ふ
り
を

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ス
を
起
こ
し
て
し

ま
っ
て
い
る
っ
て
結
構
あ
り
ま
す
よ
ね
。
改
め
て 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

5
月
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
塾

長
が
「
西
岡
塾
の
大
き
な
価
値
の
1
つ

は
塾
生
そ
の
も
の
」
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
が
、
8
ヶ
月
間
を
通
じ
て

強
く
納
得
し
ま
し
た
。
塾
生
同
士
の
対

等
な
立
場
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は

本
当
に
有
意
義
で
し
た
ね
。

単
な
る
異
業
種
交
流
で
は
無
い
で
す
ね
。

8
ヶ
月
間
、
毎
週
金
曜
日
に
組
織
や
経

営
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
や

社
会
問
題
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ま
で
多

岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
で
本
気
で
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
。
単
な
る
意
見
交
換

で
は
無
く
、
業
界
ご
と
の
思
考
回
路
の

違
い
ま
で
見
え
て
き
て
目
か
ら
ウ
ロ
コ

の
体
験
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

合
同
で
の
研
究
発
表
で
は
、
抱
え
て
い

る
事
業
上
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

提
案
を
ま
と
め
る
回
も
あ
り
ま
し
た

が
、
自
分
の
業
界
の
思
考
回
路
だ
け
で

は
絶
対
に
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
提
案

が
発
想
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
塾
生

の
価
値
を
感
じ
ま
し
た
ね
。

塾
生
の
世
代
が
30
代
前
半
～
40
代
後
半

ま
で
と
幅
広
か
っ
た
の
も
良
か
っ
た
で

す
ね
。
組
織
の
中
で
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
や

役
割
も
全
く
異
な
る
メ
ン
バ
ー
の
集
ま

り
で
し
た
が
、
塾
の
中
で
は
お
互
い
に

遠
慮
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

よ
ね
。
最
初
は
舐
め
ら
れ
た
く
な
い
と

い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
片
意
地
を
張
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
段
々

余
分
な
力
の
抜
け
た
有
意
義
な
議
論
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
年
齢
や

性
別
、
立
場
な
ど
関
係
な
く
本
気
で
ぶ

つ
か
り
合
っ
た
こ
と
で
、
単
な
る
仲
良

し
グ
ル
ー
プ
で
終
わ
ら
な
い
、
本
物
の

仲
間
に
な
れ
た
気
が
し
ま
す
ね
。

谷

沢

成

徳

谷

沢

成

徳

谷

沢

切

石

宇
佐
美

切

石

増

田

宇
佐
美
懇
親
会
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
レ
ギ
ュ

ラ
ー
の
講
義
以
外
で
も
そ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
続
く
の
で
、
自
分
の
考
え
方
の

柔
軟
性
、
知
識
の
幅
ま
で
も
格
段
に
広
が

り
ま
し
た
。
8
ヶ
月
と
い
う
期
間
、
年
齢

や
所
属
や
組
織
で
の
役
割
を
忘
れ
て
、
本

気
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
か
ら
こ
そ

得
ら
れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

令和 2 年 3月19 日発行
会報誌　丸の内「西岡塾」通信 第 13 号／女性リーダー塾通信 第 2 号
発 行 ／ 株式会社イノベーション研究所

丸の内「西岡塾」東京都港区元赤坂 1−7−17   テラサワビル2 階
発 行 人 ／ 西岡 郁夫
編集・文責 ／ 18 期会報誌編集委員会
編 集 長 ／ 尾花 隆
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Marunouchi Nishioka Academy Press vol.13Marunouchi Nishioka Academy Press vol.1325 24Woman Leader Academy Press vol.2Woman Leader Academy Press vol.2 20 21



女性リーダー塾西岡塾

オーガニック食品メーカーを起業してココナッツオイルブーム
を牽引、その後、日本発の母乳成分分析サービスを開始するな
ど、面白いと思ったことには直往邁進で取り組んできた荻野氏
が大事にしているのは、「今の自分の役割を3つだけ決める」こ
と。それ以外の役割は、120年の人生設計を引き直し、別の時
期にプロットしておく。優先順位を明確にしながら、圧倒的な熱
量で夢を実現していく生き様に刺激を受けた。

逆境に置かれた中、大きな目標に向かい長期
的な時間軸で構想を作り上げた。「100年続
く、地域・社会に必要とされる会社となるため
には、“改革が必要である”」という強い信念
のもと、社員で決めた企業スローガン「自然と
美しく生きる」は、産廃業として地域と共存し
リサイクルをしながら持続可能な社会を目指
すことを表現しており、SDGsの課題と向かい
合い続けている企業と感じた。構想力、実行
力、見える化の仕組み作りは従業員満足度
向上に繋がり、人の成長こそ会社の成長と考
え実践している姿に多くの学びを得た。

「何でもいいから一番になれるものを見つけなさい」ご両
親の言葉で、幼少期から極めた将棋とAI技術の活用に
より、将棋・囲碁ゲームアプリを大ヒットさせ、AI技術で
様々な分野にビジネスソリューションを提供する。仕事
の楽しさやAIの将来性などワクワクするお話と共に、現
状を打破するために決意と覚悟を決める環境に身を置く
ことの重要性を学んだ。

合同講義
02

合同講義
03

合同講義
01

決意と覚悟を決める環境に身を置く人生設計の引き直し

未来への投資、自然との共存

グローバル視点で考える日本のジェンダーギャップ

様々なバックグラウンドの塾生が繰り広げる熱い議論

西岡塾・女性リーダー塾の記念すべき初の
合同プレゼンテーション。イノベーションの
本質の講義を基に、アパレル業界を代表す
るZARA・ユニクロの企業戦略におけるクリ
ティカル・コアをグループ毎に議論し、プレ
ゼンテーションを行った。名刺交換から始
まったグループワークも終わる頃にはニッ
クネームで呼び合い、飲みに行く仲に。

企業視察合宿先の石坂産業のビジネスモ
デルや新規ビジネスについてグループで議
論し、プレゼンテーションを行った。産業廃
棄物処理企業では画期的なクリーンでユ
ニークな石坂産業の取り組みに触発され
て、様々な新規ビジネスを提案したり、鋭い
分析をするグループもあったりと、活発な合
同プレゼンテーションになった。

サービスマネジメント理論の講義を
基に、新しい視点から自社の価値づ
くりの可能性を探った。グループメン
バーの所属する会社同士が協業し
て行うビジネスや自社資産の新しい
活用のアイデアが提案され、ワクワク
する、夢のあるプレゼンテーションで
盛り上がった。

ZARA・ユニクロの競争戦略分析 石坂産業のビジネスモデル分析・
新規ビジネス提案

サービスマネジメント理論による
自社の新規ビジネス提案

ディスカッション
discussion

近年ではSDGsにもジェンダー平等
の実現が組み込まれ、E S G投資の
潮流から政府のみならず民間レベ
ルでも無視できない。翻って日本の
ジェンダーギャップ指数は世界110

位と低位に留まっており、この状況
を放置することは女性のみならず、 

ミレニアル世 代や外 国 人といった
貴重な人材流出にも繋がっていく、
と大 崎 氏は警 鐘を鳴らす。古い価
値 観 のままでは 多 様 性 の 時 代を
引っ張るリーダーにはなれない。男
女問わず塾生たちの目を開かせた
講義であった。

自身の家庭や職場におけるジェンダーギャップやその解消について、講師のアドバイスを受けな
がらディスカッション、及びプレゼンを行った。当日は塾のOB・OGや、塾生の同僚など、バック
グラウンドの異なるメンバーが多数出席しており、多様な意見と盛んな議論が行われた。

株式会社ブラウンシュガーファースト　代表取締役社長

荻野 みどり

石坂産業株式会社　代表取締役社長

石坂 典子

HEROZ株式会社　代表取締役

林 隆弘

ジェンダー・開発政策専門家

大崎 麻子

合同講義合同合宿

合同プレゼンテーション

Joint lectureJoint camp

Joint presentation

i n  石坂産業株式会社

▲  かつての不法投棄のゴミの山は、
石坂社長の改革により地域に愛さ
れる交流の場に
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女性リーダー塾西岡塾

今
期
を
終
え
て

そ
れ
ぞ
れ
の
想
い

松
井
証
券
株
式
会
社

ニ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

組
織
の
中
核
を
担
う
ミ
ド
ル
の
長
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
派
遣
は
、

経
営
者
に
と
っ
て
大
き
な
決
断
で
あ
る
。

そ
の
期
待
を
背
景
に
塾
生
達
は
何
を
学
び
ど
ん
な
気
付
き
を
得
た
の
か
。

経
営
者
と
塾
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
語
り
合
う
。

ウ
ト
プ
ッ
ト
が
全
て
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
合
っ
た
仕
事
の
仕
方
が
出
来

れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
し
、
こ
れ
が
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
だ
と
思
い
ま
す
。

成
徳　

外
の
世
界
を
見
る
機
会
を
頂
き
、
様
々

な
業
界
の
メ
ン
バ
ー
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
た

中
で
、
客
観
的
に
自
分
の
強
み
、
弱
み
を
知
る
事

が
出
来
た
の
が
と
て
も
良
い
機
会
で
し
た
。
塾
生

は
、
同
じ
女
性
だ
っ
た
り
、
同
年
代
だ
っ
た
り
、

子
供
が
い
て
時
短
勤
務
の
方
も
い
た
り
し
て
、
悩

み
所
も
同
じ
で
し
た
の
で
、
今
で
も
こ
ま
め
に
連

絡
を
と
り
悩
み
を
相
談
し
あ
っ
て
い
ま
す
。
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
議
論
を
戦
わ
せ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
本
当
の
仲
間
に

な
れ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
井　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
の
会
話
で
、
「
結

局
皆
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
ん
だ
な
」

と
気
が
付
く
だ
け
で
も
励
み
に
な
り
ま
す
ね
。
そ

れ
は
異
質
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
の
会
話
で
し

か
気
が
付
け
な
い
し
、
解
決
策
は
自
分
で
探
す
し

か
な
い
が
、
何
よ
り
励
み
に
な
り
ま
す
。
社
内
だ

け
だ
と
ど
う
し
て
も
上
司
、
部
下
と
い
う
関
係
な

ど
も
あ
り
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
出
来
に
く
い

の
で
、
た
ま
に
そ
う
い
う
環
境
に
身
を
置
い
て
、

自
分
を
客
観
視
す
る
場
は
非
常
に
大
事
で
す
ね
。

松
井 

道
太
郎　

私
が
今
で
も
大
切
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
は
「
共
感
力
」
な
の
で
す
が
、
そ
の

反
面
、
私
の
課
題
は
「
批
判
的
思
考
力
」
に
欠
け
て

い
る
こ
と
で
し
た
。
批
判
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
一

見
、
相
手
を
否
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
自
分
は
怖

が
っ
て
い
た
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
が
、
批
判
と
い
う

の
は
否
定
で
は
な
く
、
よ
り
相
手
に
強
く
共
感
す
る

た
め
の
確
認
だ
っ
た
り
、
議
論
を
深
め
る
こ
と
で

あ
る
と
気
が
付
き
ま
し
た
。
西
岡
塾
で
は
タ
イ
プ
の

違
う
同
士
で
議
論
が
で
き
、
切
磋
琢
磨
出
来
る
機
会

で
し
た
。
特
に
刺
激
を
受
け
た
の
は
、
相
手
の
話
を

し
っ
か
り
聞
い
て
批
判
を
し
な
が
ら
も
褒
め
る
と
こ

ろ
は
キ
チ
ン
と
褒
め
る
仲
間
の
存
在
で
す
。
私
は
今

後
、
人
の
上
に
立
つ
立
場
で
あ
る
た
め
、
見
習
う
点

が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

松
井　

卒
塾
生
が
約
4
0
0
名
と
な
る
と
も
う

立
派
な
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
ね
。
や
は
り

時
間
の
経
過
と
い
う
の
は
貴
重
で
、
決
し
て
一
朝

一
夕
に
は
出
来
ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
多
け

れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
関
係
な
い

分
野
の
人
達
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
貴
重
で
す
。

そ
の
方
が
考
え
方
の
幅
が
出
て
き
ま
す
し
。
や
は

り
人
は
人
に
影
響
さ
れ
る
し
、
自
分
と
は
違
う
世

界
、
違
う
価
値
観
の
人
達
の
生
き
様
を
み
る
と
、

そ
う
い
う
や
り
方
も
あ
る
の
か
な
、
と
も
思
え
ま

す
。
と
に
か
く
良
質
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
こ

と
が
一
番
重
要
で
す
。

松
井　

弊
社
は
1
期
か
ら
ず
っ
と
派
遣
し
て
い

ま
す
が
、
卒
塾
生
が
明
ら
か
に
成
長
す
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
お
世
話
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
会
社
を
離
れ
他
企
業
の
人
達
と
深
い
議

論
を
す
る
こ
と
で
多
く
の
気
付
き
が
あ
る
の
で
す

ね
。
こ
う
い
う
場
は
本
当
に
貴
重
で
す
。
女
性
の

塾
を
開
講
さ
れ
た
の
も
正
解
で
し
た
ね
。
本
来
、

男
女
比
半
々
が
正
常
な
状
態
で
す
が
、
ま
だ
色
々

な
環
境
が
あ
り
、
実
際
差
別
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
で
も
家
事
育
児
な
ど
は
女
性
主
体
で
、
例

え
ば
そ
れ
が
ネ
ッ
ク
で
管
理
職
に
な
れ
な
い
と
い

う
こ
と
が
続
い
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
か
ら
は

時
間
と
い
う
概
念
が
な
く
な
っ
て
い
く
時
代
に
な

り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
益
々
性
別
関
係
な
く
、
ア

対 談

代
表
取
締
役
社
長　

西
岡
塾
13
期
生　

岩
井 

繁
明

西
岡
塾
18
期
生　

渡
部 

浩
安

私
は
自
分
が
塾
生
だ
っ
た
の
で
ど
う
い
う

人
を
派
遣
し
た
ら
よ
い
の
か
、
明
確
に
イ
メ
ー

ジ
が
出
来
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は「
将
来
我
が

社
の
幹
部
と
し
て
、
さ
ら
に
活
躍
す
る
人
財
で

あ
る
こ
と
」ま
た
は「
我
が
社
に
限
ら
ず
、
将

来
の
経
営
者
か
そ
れ
に
近
い
存
在
に
な
る
人

財
」の
こ
の
2
つ
で
す
。
と
に
か
く
西
岡
塾
で

の
経
験
を
活
か
せ
る
人
財
を
派
遣
し
た
か
っ

た
。
そ
れ
が
渡
部
さ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
の

外
食
業
や
小
売
業
は
チ
ェ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
を

軸
に
体
系
化
さ
れ
た
も
の
が
、
出
来
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
迷
っ
た
時
に
頼
り
に
な
る
経
営
の
羅

針
盤
の
よ
う
な
も
の
が
不
足
し
て
お
り
、
こ
れ

を
学
ん
で
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
。
自
分
が
塾

生
だ
っ
た
時
は
営
業
部
長
で
、
講
師
の
数
々
の

言
葉
を
全
て
実
感
出
来
て
い
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
社
長
に
就
任
し
て
、
壁

に
あ
た
っ
た
り
、
悩
ん
だ
り
し
て
い
る
と
、
ふ

と
、
心
に
ぐ
い
ぐ
い
蘇
っ
て
き
て
、
そ
れ
が
自

分
の
支
え
や
羅
針
盤
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。 

恐
ら
く
普
遍
的
な
経
営
の
原
理
の
よ
う
な
も

の
を
学
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
緊
張

感
の
あ
る
講
義
の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

渡
部
さ
ん
も
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
ど
ん
ど
ん

成
長
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
自
己
変
革

計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
、
3
6
0
度
評
価
。

職
場
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
頂
い
た
時
で
す
。
同
僚
、
部
下
か
ら

客
観
的
な
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
の
が
初
め
て

だ
っ
た
の
で
、
自
己
認
識
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

り
、
非
常
に
反
省
す
る
と
共
に
、
悔
し
さ
と
同

時
に
率
直
な
指
摘
に
有
難
さ
を
感
じ
、
自
然
と

涙
が
出
て
き
た
こ
と
を
今
も
思
い
出
し
ま
す
。

普
段
、
面
と
向
か
っ
て
同
僚
や
部
下
か
ら
の

評
価
を
言
わ
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
の
で
改
め

て
で
す
が
、
多
く
の
気
付
き
が
あ
り
、
と
て
も
貴

重
な
経
験
で
し
た
。
ま
た
、
塾
長
や
塾
生
か
ら

の
厳
し
く
も
温
か
い
本
気
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
自

己
変
革
の
切
掛
け
に
な
り
、
自
身
の
強
み
、
弱
み

を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。  

西
岡
塾
で
学
ん
だ
こ
と
、
自
己
変
革
で
の

気
付
き
を
こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
活
か
し
て

い
き
ま
す
。

株
式
会
社
ウ
チ
ダ
シ
ス
テ
ム
ズ

尾
花　

西
岡
塾
で
は
本
当
に
多
く
の
学
び
を
得
ま

し
た
。
社
長
が
ど
ん
な
想
い
で
我
々
を
派
遣
さ
れ

た
か
お
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

岩
田　
尾
花
さ
ん
を
派
遣
し
た
の
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
い
う
立
場
で
あ
り
な
が
ら
、
今
後
経
営
に
関
わ

り
、
お
客
様
先
の
経
営
者
と
の
関
わ
り
も
増
や
し
、

経
営
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
広
域
の
視
野
で
仕
事
を
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
長
谷
川
さ
ん
は
、

西
岡
塾
生
の
中
で
恐
ら
く
最
年
少
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
社
内
に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
い
な
い
状
況
で
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
を
考
え
直
す
機
会
を
つ
く
る
に
は
、
多

く
の
人
と
知
り
合
い
、
話
を
聞
く
の
が
有
効
で
あ
ろ

う
と
思
い
、
派
遣
を
し
ま
し
た
。
2
人
は
西
岡
塾
で

ど
ん
な
気
付
き
が
あ
り
ま
し
た
か
？

長
谷
川　

入
塾
当
初
、
私
は
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
あ
る
塾
生
に
無

理
に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
ろ
う
と
し
な
く
て
も
い
い

と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
色
々
な
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
話

を
聞
く
う
ち
に
、
自
分
が
あ
り
た
い
の
は
ど
う
い
う

姿
な
の
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

尾
花　

私
は
あ
る
塾
生
か
ら
気
を
遣
い
す
ぎ
だ
と

言
わ
れ
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
自
分
に

気
付
き
ま
し
た
。
想
い
は
も
っ
と
ス
ト
レ
ー
ト
に
表

現
し
て
い
い
ん
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

講
師
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
塾
生
か
ら
学
ん

だ
こ
と
が
本
当
に
多
か
っ
た
な
と
感
じ
ま
す
。

岩
田　

結
果
と
し
て
ま
だ
ま
だ
管
理
職
で
な
い

段
階
で
の
2
人
を
派
遣
し
て
良
か
っ
た
で
す
。

特
に
社
内
で
西
岡
塾
ミ
ニ
と
称
し
学
び
の
場
を

創
っ
て
く
れ
た
の
は
大
き
な
意
味
が
あ
り
、
ミ

ド
ル
が
立
ち
上
が
っ
て
行
動
を
起
こ
す
と
い
う

西
岡
塾
の
テ
ー
マ
そ
の
も
の
で
す
。

尾
花　

西
岡
塾
ミ
ニ
に
は
普
段
仕
事
上
で
は
関
わ

ら
な
い
管
理
部
か
ら
の
参
加
も
あ
っ
て
、
会
社

全
体
で
共
通
言
語
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
と
て
も 

良
か
っ
た
で
す
。

長
谷
川　

何
を
勉
強
し
て
る
の
?
と
興
味
を
も
っ

て
も
ら
い
、
み
ん
な
が
今
ま
で
よ
り
も
西
岡
塾
を

身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

岩
田　

こ
れ
ま
で
西
岡
塾
は
選
ば
れ
し
者
が
行

く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
塾
で
学

び
合
う
2
人
の
ペ
ア
リ
ン
グ
が
羨
ま
し
い
と
い
う

言
葉
が
社
内
で
聞
け
、
組
織
活
性
の
よ
い
機
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

尾
花　

今
後
、
我
々
に
期
待
す
る
の
は
ど
ん
な
こ

と
で
し
ょ
う
か
?

岩
田　

間
違
い
な
く
皆
さ
ん
の
世
代
が
当
社
の

将
来
の
組
織
基
盤
の
中
で
主
役
に
な
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
新
入
社
員
に
は
「
先
輩
の
数
に
は
困

ら
な
い
会
社
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
は

応
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
当
社
は
年
々
西
岡
塾

O
B
・
O
G
シ
ェ
ア
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
西
岡
塾
と
い
う
共
通
の
学
び
を
持
て
る
こ
と

は
、
経
営
に
と
っ
て
大
き
な
強
み
で
す
。

代表取締役社長
西岡塾 1 期生
岩田  正晴

代表取締役社長
松井 道夫

西岡塾 18 期生
尾花 隆

西岡塾 18 期生
松井 道太郎

代表取締役社長
西岡塾 13 期生

岩井 繁明

女性リーダー塾 2 期生
長谷川 友香

女性リーダー塾 2 期生
成徳 紋

西岡塾 18 期生
渡部 浩安
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